



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 3 4 5
←　200
←　1］6．3
←　　97．4
←　　66．2
←　　45，0
←　　31，0
←　　14．4
←　　6．5
Mr　kDa
Eg　3　　1dentification　of　proteinases　in　pig
　　　　permanent　germs　by　enzymography40）：
Lane　1
Lane　2
Lane　3
Lane　4
Lane　5
M，enamei　organ
M3　dental　papi11a
M2　enamel　organ
M2　dental　papilla
Molecular　mass　weight　standards
Upper　negative　staining　bands　indicate　gelatinolytic
activity　in　the　absense　of　calcium，
Lower　negative　staining　bands　indicate　calcium
activated　gelatinolytic　actlvlty・
した（図3）40）．
　一方，ヒト歯髄にDPP　IV活性を組織化学的に
観察し，線維芽細胞様細胞と象牙芽細胞表面の
DPP　IV活性はフィプロネクチン由来のコラーゲ
ン接着に基づく可能性を示すが，内皮細胞膜に結
合した活性と無髄神経シュワン細胞の活性は，生
物活性を示すニューロペプチド（サブスタンスP）
の分解に寄与する可能性を示唆した41）．
　歯胚における歯の形成過程に，上皮一間葉組織
間の相互作用に関与する各種マトリックス成分の
合成・分解にともなう消長や各種サイトカインに
よるマトリックス成分の誘導と作用後の分解作用
などに各種プロテアーゼがかかわっている可能性
を概説した．
　原稿の整理は武井さんにお願いした．感謝の意を表
します．
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